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平成 28 年度実施 神奈川県公立学校教員採用候補者選考試験実施要項  
                                                      神奈川県教育委員会   

 第１次試験 ７月 10 日(日) 
 受 付 期 間  ４月 27 日(水)～ ５月 16 日(月) 
        インターネット申込み ‥５月 16 日(月)午後５時まで(注 P７参照) 
              郵送申込み ‥‥‥‥‥‥５月 16 日(月)の消印まで有効(持参不可) 
   提出先    〒231-8509 横浜市中区日本大通 33 
                神奈川県教育委員会教育局行政部 教職員人事課 教職員採用グループ 
   連絡先       電話 045-210-8190（直通）  
   ホームページアドレス  http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7272/ 
 
１ 趣旨 
    この選考試験は、平成 29 年度採用予定の横浜市、川崎市及び相模原市(以下「県内政令指定都市」という。)

を除く神奈川県内の市町村立の小学校、中学校、特別支援学校及び神奈川県立の高等学校、中等教育学校、
特別支援学校の教員採用候補者を決定するために実施するものです(県内政令指定都市の採用試験とは異な
ります)。 

 
２ 募集対象・募集人員等   

校 種 等 教 科 ・ 人 員 等 ※１ 

小 学 校 ※２ ※４  小学校全科  370 人程度 

中 学 校 
※２ 
※３ 
※４ 

 国  語 
 社  会 
  数  学 
  理  科 

30 人程度
35 人程度
30 人程度
35 人程度

音  楽 
美  術 
保健体育 

8 人程度
12 人程度
30 人程度

技  術 
家  庭 
英  語 

8 人程度
7 人程度

25 人程度

合  計 220 人程度

高等学校 
※２ 
※３ 

 国  語 
 地理歴史 
 (世界史・日本史・地理)
  公  民 

数  学 
  理  科 
 (物理・化学・生物) 
 音  楽 

美  術 
保健体育 

70 人程度
40 人程度

10 人程度
60 人程度
39 人程度

3 人程度
6 人程度

40 人程度

 家  庭 
 英  語 

農  業 
 工  業 

(機械・電気・建設・デザイン) 
 商  業 

水  産 ※５ 
看  護 ※６ 
情  報 ※７ 

8 人程度
80 人程度
3 人程度

10 人程度

4 人程度
1 人程度
1 人程度
5 人程度

 合  計 380 人程度

特別支援学校 ※４ ※８ ※９ 115 人程度

              (配属先) 小学校、中学校、県立高等学校、県立中等教育学校、 
                  県立特別支援学校、市立特別支援学校 

15 人程度

身体障害者特別選考 
      ※10 

 上記の全ての校種等・教科を対象に一般選考・特別選考①～⑥とは
別に選考をします。(なお、募集人員は、全体数に含まれます。)  

 10 人程度

 
※１  募集人員には、別に実施する大学推薦要項に基づく選考による募集人員も含まれます。 
※２  小学校・中学校の校種等・教科で合格した人の中から若干名は、特別支援学校での採用となります。た

だし、特別選考②及び⑥(P２及び P３参照)で受験する場合は対象外です。 
※３  県立中等教育学校へは、中学校、高等学校及び養護教諭で合格した人から必要に応じて配属します。 
※４ 市立特別支援学校へは、小学校、中学校、特別支援学校及び養護教諭で合格した人から必要に応じて配

属します。 
※５  高等学校(水産)の受験には、水産、商船、工業のいずれかの免許で受験が可能です。ただし、免許状が

工業の場合は、併せて第一級総合無線通信士又は第一級陸上無線技術士の資格が必要です(免許状、資格
はともに平成 29 年３月 31 日までに取得見込みも可)。なお、特別選考③ウの詳細は、P10 をご覧ください。 

※６ 高等学校(看護)の特別選考③ウの詳細は、P10 をご覧ください。 
※７  高等学校(情報)の受験には、当該教科の免許状のほかに当該教科以外の高等学校教員普通免許状が必要

です(平成 29 年３月 31 日までに取得見込みも可)。 
※８ 特別支援学校の受験には、特別支援学校教諭(盲･聾･養護学校教諭)免許状が必要です(平成 29 年３月 31

日までに取得見込みも可)。ただし、特別選考②(P２参照)で受験する場合は、特別支援学校教諭(盲･聾･
養護学校教諭)免許状の所有の有無を問いません(P10 参照)。 

※９ 特別支援学校教諭免許状を｢現職教員等が在職年数と単位修得をもって教育職員検定により取得｣する場
合及び養護教諭二種免許状を｢保健師免許を基礎資格とし、必要な単位修得をもって取得｣する場合は、免
許状を申請する教育委員会にあらかじめ免許取得条件等を確認しておいてください。 

※10  身体に障害のある人で身体障害者特別選考以外の受験をされる人にも受験の際の配慮をします(P11参照)。 
※ 特別支援学校自立活動担当の選考試験は、本実施要項とは別の実施要項で行いますので、必ず上記ホーム

ページアドレスからご確認ください。 
校 種 等 募 集 職 種 ・ 人 員 等 

特別支援学校 
(配属先)県立特別支援学校 
・自立活動担当(言語聴覚士・臨床心理士・看護師)             各若干名 

養護教諭 ※３ ※４ ※９ 
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３ 選考区分と受験資格 

   選考区分には、「一般選考」、「特別選考①～⑥」及び「身体障害者特別選考」があり、次の【共通受験

資格】と【個別受験資格】の両方を満たすことによって選考区分が選択できます。 

 

【共通受験資格】 
(1) 昭和 32 年４月２日以降に出生した人 

(2) 受験する校種等・教科の教員普通免許状を所有している人又は平成 29 年３月 31 日までに取得見込み

の人(「特別選考③ウ」を除く) 

(3) 地方公務員法第 16 条及び学校教育法第９条に規定する欠格事項に該当しない人 

 〔欠格事項〕 

   ア  成年被後見人又は被保佐人 

   イ  禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 

   ウ  当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

   エ  免許状失効又は取上げの処分を受け、当該失効又は処分の日から３年を経過しない者 

   オ  日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを

主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

 

【個別受験資格】 

選考区分 資 格 要 件 等 

一般選考 【共通受験資格】の要件 

① 

正規教員 

経 験 者 

 公立学校の正規教員として平成 28 年３月 31 日までに２年以上(休職、育児休業等の期

間を除く)の勤務経験(ただし、受験する校種等・教科の免許状を所有し、かつ同一の教職

経験に限る。) (※１) 

② 

臨 時 的 

任用職員 

経 験 者 

 

ＡＢＣのいず

れか１つを選

択する 

Ａ 神奈川県内公立学校(県内政令指定都市立の学校を含む)の臨時的任用職員(非常勤講

師を除く)として平成 24年４月 1日から平成 28年３月 31日までの４年間に通算２年以

上の勤務経験(ただし、受験する校種等・教科の免許状を所有し、かつ同一の教職経験

に限る。) (※１) 

Ｂ 神奈川県内公立学校(県内政令指定都市立の学校を除く)の臨時的任用職員(非常勤講

師を除く)として平成 26年４月 1日から平成 28年３月 31日までの２年間に通算１年以

上の勤務経験を有し、平成 28 年５月１日現在も神奈川県内公立学校(県内政令指定都市

立の学校を除く)の臨時的任用職員(非常勤講師を除く)として任用されていること(た

だし、受験する校種等・教科の免許状を所有し、かつ同一の教職経験に限る。) (※１)

Ｃ 平成 27年度実施の第２次試験における不合格者のうち、｢不合格(臨時的任用職員候

補者)｣の通知を受け、平成 28 年４月に神奈川県内公立学校(県内政令指定都市立の学校

を除く)の臨時的任用職員(非常勤講師を除く)として任用されていること(ただし、任用

された校種の受験に限る。) (※１) 

※ なお、上記Ａ、Ｂ及びＣのいずれにおいても、特別支援学校を受験する場合に、特別

支援学校教諭(盲･聾･養護学校教諭)免許状の所有の有無を問わない。 (※１) 

③ 

社 会 人 

経 験 者  

アイウのいず

れか１つを選

択する 

ア 法人格を有する民間企業、官公庁(原則として神奈川県教育委員会を除く)等で常勤社

員・職員(教員を除く)として平成 23年４月 1 日から平成 28 年３月 31 日までの５年間

に通算３年以上の勤務経験 (※１) 

イ 青年海外協力隊等、海外での２年以上の国際貢献活動経験  

ウ 教員普通免許状を所有していない人で、高等学校(水産)又は高等学校(看護)を受験す

る場合は、別に定める特別免許状授与に関する基準を満たす実務経験 (※１) 

④ 

スポーツ・ 

芸術実績者 

○ 中学校・高等学校(音楽、美術、保健体育)対象 

○ 国際的又は全国的規模の競技会、コンクール、展覧会等における高等学校以降の特別

に優秀な実績(平成 20 年４月 1 日以降の実績に限る) (※１) 

 

⑤ 

英語資格 

所 有 者 

○ 中学校・高等学校(英語)対象 

○ TOEIC(IP テストは除く)900 点以上 

  TOEFL-iBT(インターネット版 TOEFL)100 点以上 

  実用英語技能検定(公益財団法人日本英語検定協会)１級 

 のいずれか１つのスコアや級の取得者 



 ③

選考区分 資 格 要 件 等 

⑥ 

かながわティー

チャーズカレッ

ジ(チャレンジコ

ース)修了者 

○ 小学校・特別支援学校対象 

○ 「かながわティーチャーズカレッジ(チャレンジコース)」の平成 27 年度修了者(以下

「カレッジ修了者」という。) 

身体障害者 

特 別 選 考 

○ 募集人員は 10 人程度 

○ 障害の程度が１級～６級で身体障害者手帳の交付を受けている人 

○ 自立により通勤ができ、教員の職務遂行が可能な人 (※２) 

※  身体障害者特別選考以外では、選考区分ごとの募集人員を設定していません。 

※１ 特別選考①、②、③ア及びウの詳細は P10 を、④の詳細は、P11 をご覧ください。 

※２ 身体障害者特別選考の詳細は、P11 をご覧ください。 

 

４  選考試験日、会場及び内容  

  (1) 第１次試験 

  ア  試験日 平成 28年７月 10 日(日) 

 

  イ 集合時刻(時間厳守) 受験票に記載してお知らせします。 

      ※ 集合時刻までに試験会場の建物に入場していない場合は受験ができません。 

 

  ウ 会場(予定) 

   ａ 神奈川県会場(全校種等) 

    ○國學院大學 たまプラーザキャンパス ○横浜国立大学 ○神奈川県立相模原中等教育学校 

    ○日本大学 生物資源科学部 ○神奈川県立川崎高等学校 ○神奈川県立神奈川総合産業高等学校 

○神奈川県立小田原高等学校 ○鎌倉女子大学 大船キャンパス 

   ｂ 県外会場(小学校及び特別支援学校 一般選考のみ) 

    ○宮城県会場 東北福祉大学 ステーションキャンパス(定員 小学校 120 人 特別支援学校 80 人) 

     ※ 県外会場は、インターネット申込みのみによる定員制です(先着順)。 

 

    ※ ６月下旬に発行される受験票で会場を指定しますが、災害等やむを得ない都合により上記の会場

を変更する場合があります。その際は、ホームページでお知らせします。 

      ※ 会場への直接の問い合わせはご遠慮ください。また、下見をされる際は、敷地内への立入はご遠

慮ください。 

なお、いずれの会場も自家用車の乗り入れは禁止します。自家用車での送迎についてもご遠慮く

ださい。  

 

  エ 試験の種類等 

      筆記試験 論文試験 面接試験 

教科専門 
 一般教養・ 

   教職専門 

論文※ 

(第２次試験) 
個人面接Ｂ 

一 般 選 考 ○ ○ ○  

①  正規教員経験者 免除 免除 ○ ○ 

② 臨時的任用 

  職員経験者 

Ａ 

・ 

Ｂ 

小 学 校 

中 学 校 

養護教諭 

免除 免除 ○ ○ 

高等学校 

特別支援学校 
○ 免除 ○ ○ 

Ｃ 
小 学 校 

特別支援学校 
免除 免除 ○ ○ 

③ 社会人経験者 ア イ ウ ○ 免除 ○ ○ 

④ スポーツ・芸術実績者 免除 ○ ○  

  ○ ○ 除免 者有所格資語英 ⑤

  ○ 除免 ○ 者了修ジッレカ ⑥

身体障害者特別選考 ○ ○ ○  

  ※ 論文試験は第２次試験ですが、第１次試験受験者全員に実施し、第１次試験合格者のみ採点します。 

試験の種類 

選考区分 
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オ 筆記試験、論文試験及び面接試験の内容 

教科専門試験  (60分) 

小 学 校 小学校全科及び外国語活動に関する専門試験 

中 学 校 

 

高等学校 

受験する教科(科目)に関する専門試験 

※ 高等学校の地理歴史(世界史、日本史、地理)、理

科(物理、化学、生物)及び工業(機械、電気、建設、

デザイン)については、教科全般についても出題され

ます。 

※ 高等学校(公民)については、公民の教科全般にわ

たって出題されます。 

※ 高等学校(農業)については、園芸を中心として、

 農業の教科全般にわたって出題されます。 

※ 高等学校(水産)については、海洋漁業、海洋工学、

資源増殖、情報通信の全般にわたって出題されます。

※ 英語は、リスニングの設問を含みます。 

特別支援学校 特別支援教育に関する専門試験 

養護教諭 養護に関する専門試験 

一般教養・ 

教職専門試験  (60分) 

人文・社会・自然科学等に関する一般教養試験 

教育原理・教育心理・教育関係法規等に関する教職専門試験 

論文試験 論文 (60分) 受験者全員 校種・養護教諭ごとのテーマによる論文(800 字程度) 

面接試験 
個人面接Ｂ 

(10 分) 

特別選考 

①②③ 
それぞれの経験を踏まえた質問を中心とした面接 

  ※ 論文・個人面接Ｂの評価の観点は、６月上旬にホームページで公開する予定です。 

 

 (2) 第２次試験 

   第２次試験は第１次試験の合格者について次のとおり実施します。 

  ア 面接試験等 

   (ｱ) 試験日 小 学 校：８月９日(火)～19 日(金) 中学校、養護教諭：８月９日(火)～12 日(金) 

         高等学校：８月８日(月)～19 日(金) 特 別 支 援 学 校：８月８日(月)～19 日(金) 

          ※ 該当する期間内の１日(土曜日及び日曜日を除く)を予定しています。 

   (ｲ) 集合時刻(時間厳守)  第１次試験合格者に通知します。 

       ※ 集合時刻までに試験会場の建物に入場していない場合は受験ができません。 

   (ｳ) 会場  第１次試験合格者に通知します。 

     (ｴ) 内容  ○論文試験(第１次試験日に実施) ○模擬授業(協議を含む) ○個人面接Ａ 

   (ｵ) 模擬授業(協議を含む)について 

     ａ 指定されたテーマに沿った１単位時間の授業計画を立て、導入から展開にかけての最初の 10 分間

(準備、片付けを含む)を模擬授業として行います。 

        ※ 指導案(Ａ４用紙１枚の予定)は、試験当日に提出していただきます。 

       ※ 授業は教室で行います。着替えなどはできません。また、会場の電源は使用できません。なお、

危険物(火気、劇薬等)の持込は禁止します。 

      ｂ 協議は、最初に各受験者から自己評価を発表し、その後は、司会を決めずに受験者同士で、模擬

授業とその自己評価及び指定されたテーマに沿って協議を行います。 

 

   ※ 模擬授業(協議を含む)のテーマは６月下旬に、模擬授業(協議を含む)及び個人面接Ａの評価の観点

は７月下旬に、それぞれホームページで公開する予定です。 

 

  イ  実技試験 

    実施日及び内容は、次のとおりです(予定)。会場等の詳細は、第１次試験合格者に通知します。 

校種・教科、実施日 実 技 試 験 の 内 容 

中学校・高等学校(美術) 

８月 23 日(火) 

「素  描」鉛筆によるデッサン 

「デザイン」与えられたテーマについて、ポスターカラー等を用いて表現 

「立  体」与えられたテーマについて、配付された紙等を用いて立体的に構成 

中学校(技術) 

８月 23 日(火) 
「ものづくり」に関する基礎的実技 



 ⑤

 
５ 選考結果の発表 
 (1) 日時(予定) 

     第１次試験  平成 28 年 ７月 29 日(金) 午前 10 時 

     第２次試験    平成 28 年 10月 ３日(月) 午前 10 時 

 

 (2) 場所 

      神奈川県庁新庁舎２階 県政情報センター 

     ※ 選考の結果は、第１次試験、第２次試験とも、各日程の試験を全て受験した受験者全員に、合否に

かかわらず郵送で通知します。 

       なお、いかなる理由があっても、選考試験を欠席、途中退出した場合は合否判定の対象とせず、選

考結果の通知はしません。 

    ※ 第１次試験、第２次試験とも、結果についての電話による問い合わせには応じません。 

    ※ 神奈川県公立学校教員採用候補者選考試験のホームページでも発表日の午前 10 時から１週間、合格

者の受験番号を掲示します。なお、システムの都合上、掲示開始時刻に誤差が生じる場合があります。 

     ホームページでの合格発表において、自己の情報(校種等・教科、受験番号)を掲載してほしくない

人は、７月 15 日(金)までに、その旨を記した自筆の文書を P１の提出先に郵送してください。 

校種・教科、実施日 実 技 試 験 の 内 容 

中学校・高等学校(音楽) 

８月 23 日(火) 

「歌唱」 (楽譜を見て歌うことも可) 
 ・ コンコーネ 50 番作品９(中声用)№13、19、28、40 のうち、当日指定さ

れる１曲を歌います(無伴奏・母音唱)。 
「ピアノ演奏」 (暗譜演奏) 
 ・ 次の４曲のうち１曲を選択し、ピアノ演奏を行います(繰り返し省略)。

① F.J.Haydn ソナタ  変ロ長調  Hob.XVI 41 より 第１楽章 
② L.v.Beethoven ソナタ ト短調 Op.49,No.１ 
③ R.Schumann  Papillons Op.２ 
④ F.Chopin Scherzo No.２ 変ロ短調 Op.31 

「ピアノ以外の楽器による独奏」(暗譜演奏) 
 ・ 管楽器、弦楽器、打楽器のうち、持ち込み可能な楽器とします(電子楽

器は使用できません。また、自動車での持ち込みはできません)。 
 ・ 曲は自由曲１曲とします(楽曲の一部分でも可とします)。 
 ・ 演奏する曲の審査用楽譜を２部用意し、当日持参してください。 
「弾き歌い」(楽譜を見て歌うことも可) 
 ・ 次の６曲のうち、中学校受験者は①～④から、高等学校受験者は③～

⑥から１曲を選択し、ピアノでの弾き歌いを行います(④、⑤及び⑥につ
いては原語又は日本語訳詞のいずれも可とします)。 
①「浜辺の歌」 林 古溪 作詞／成田 為三 作曲 
②「夏の思い出」 江間 章子 作詞／中田 喜直 作曲 
③「翼をください」 山上 路夫 作詞／村井 邦彦 作曲 
④「帰れソレントへ」 G.B.De Curtis 作詞／E.De Curtis 作曲 
⑤「Caro mio ben」 作詞者不詳／G.Giordani 作曲 
⑥「Santa Lucia」 ナポリ民謡 

 ・ 調及び使用する伴奏譜については自由とします。 

中学校・高等学校(保健体育)

８月 26 日(金) 

「器械運動」 マット運動 

「陸上競技」 ハードル走 

「水 泳」  平泳ぎで 25ｍを泳ぎ、折り返してクロールで 25ｍを泳ぐ 

「ダンス」  創作ダンスと現代的なリズムのダンス 

「球 技」  バレーボール・バスケットボール・サッカー・ハンドボール

・ソフトボール・卓球・バドミントン・テニス(ソフトテニス

も可)の中から１つを選択 

「武 道」  柔道・剣道から１つを選択 

中学校・高等学校(家庭) 

８月 23 日(火) 
「食物」に関する基礎的実技 

中学校・高等学校(英語) 

８月 24日(水)又は 25日(木)

英語コミュニケーション能力試験(英語教育や英語教授法等についての意欲、

知識、技能を含む) 
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   ※ 平成 28 年度実施の第２次試験における不合格者（小学校区分及び特別支援学校区分の一般選考受験

者に限る）のうち、成績上位の人を、平成 29 年度、優先的に臨時的任用職員として任用し、これによ

り任用された人を対象に、平成 29 年度実施の選考試験において、臨時的任用職員経験者特別選考Ｃを

実施します。対象者には、第２次試験選考結果の発表時にお知らせします。 

 

６ 試験結果の開示 

  神奈川県個人情報保護条例第 25 条の規定に基づき、神奈川県庁新庁舎２階県政情報センターにて、本人確

認の上、口頭の請求により試験結果の開示を行います。(受付時間：午前８時 30分から午後５時 15 分まで(土

曜日、日曜日及び祝日を除く) ただし、発表日当日は、午前 10時から。)※ 

試 験 開示請求ができる人 開 示 内 容 開 示 期 間 

第１次試験 第１次試験受験者(本人に限る) 試験の種類ごとの得点 合格発表日から１か月間 

第２次試験 第２次試験受験者(本人に限る) 試験の種類ごとの得点 合格発表日から１か月間 

同条例第 19条に基づいて、自己情報の開示請求（請求書による請求）もできます。次のホームページにあ

る自己情報開示制度をご覧ください。http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f6103/p972387.html 

※ 電話による問い合わせには応じません。 

  ※ 開示を希望する人は、受験票と運転免許証等(原則、写真付きの身分証明書)を必ず持参してください。 

 

７ 健康審査 

  採用にあたっては、教職員健康審査会で健康審査を行い、「適」の判定を受けることが必要です。健康上

の理由により、その職に耐えられないと認められたときは、採用されません。 

 

８ 採用 

 (1) 採用候補者名簿に登載された人は、平成 29 年４月１日付けで採用の予定です。 

 (2) 受験資格の要件が満たされない場合や教員としての適格性を欠く事実が明らかになった場合は、採用候

補者名簿から削除され採用されません。 

  (3) 個人申請や免許更新制等により平成 29 年３月 31 日までに該当する校種等・教科の教員普通免許状の取

得・更新等ができない場合は、採用されません。 

   特に免許状更新講習の受講期間に入った人は、講習の受講や各種申請手続を期限までに終了し、都道府

県教育委員会の確認を受けてください。詳しくは、非常勤講師を含む現職教員の人は勤務地、それ以外の

人は居住地の都道府県教育委員会へ問い合わせてください。(神奈川県の場合は、県教育委員会教育局行

政部教職員企画課免許グループ(電話 045-210-8140)) 

 (4) 採用候補者名簿登載者が、大学院への進学(下記※の条件あり)のため又は大学院在学者が修学継続のた

めに、大学院の課程修了後の採用を希望する場合は、本人が神奈川県教育委員会にその旨の申出を行い、

許可を受けた場合に限り採用期日を延長できるものとします。 

※進学のために採用期日が

延長可能な大学院 

教職大学院又は文部科学省令大学院設置基準に基づく専門分野が｢教育学

・保育学関係｣の専攻の通学制大学院 

   採用期日延長の主な条件は、次のとおりです。 

ア 延長期間の上限は、大学院への進学者は２年間、大学院の修学継続者は１年間 

  イ 受験校種等・教科に関する教員免許状を平成 29 年３月 31 日までに取得していること 

  ウ 大学院への進学又は修学継続により、受験校種等・教科に関する教員専修免許状を取得すること 

 (5) 高等学校（水産）の採用候補者名簿登載者が「商船」の教員免許を取得見込みで大学卒業後引き続き乗

船実習科に進学し、三級海技士免許を取得する場合は、採用期日を最大１年間延長するものとします。 

(6) 日本国籍を有しない人は、任用期限を付さない常勤講師としての採用となります。 

 

９ 採用試験に向けた志願者説明会 

実施日 会場 実施日 会場 

①平成 28 年４月 16 日（土） 西南学院大学 ⑥平成 28年４月 23日（土） 名古屋市立大学 

②平成 28 年４月 16 日（土） 東北福祉大学 ⑦平成 28年４月 29日（金） 藤沢市民会館 

③平成 28 年４月 17 日（日） 兵庫教育大学 ⑧平成 28年４月 30日（土） 横浜市開港記念会館 

④平成 28 年４月 22 日（金） 横浜市開港記念会館 ⑨平成 28 年５月３日（火） 小田原市民会館 

⑤平成 28 年４月 23 日（土）    学大育教道海北 

 ○上記実施時間は、午後２時～午後３時 30 分。ただし、①は、午後１時～午後２時 30 分、④は、午後７時

～午後８時 30 分を予定。 

 ○参加申込みは、神奈川県教育委員会のホームページからのインターネットによる申込みのみです。 

 ○定員等については、神奈川県教育委員会ホームページでお知らせします。 

  ※ ホームページアドレス http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7272/  
   ※ 申込み完了後に e-kanagawa 電子申請から届くメールは、保存又は印刷しておいてください。  
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必ず、神奈川県公立学校教員採用候補者選考試験のホームページ(※)で要件や手順を確認しながら申込みを

行ってください。 ※ http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7272/ 

受験申込みは、後日、受験票及び受験者確認票を印刷する必要がありますので、必ず印刷が可能な環境にあ

るパソコン等から申込みを行ってください。携帯電話、スマートフォンからの申込みはできません。 

入力の途中で前の画面に戻るときは、ブラウザの「←」(戻る)ボタンは押さずに、画面内の 戻る ボタン

を押してください。操作されない時間が 30 分を超えるとセキュリティ保護のためタイムアウトになります。

入力内容は保持されず、再操作が必要となりますのでご注意ください。 

10 申込手続 

  受験申込みができるのは、一人につき、一つの選考区分・校種等・教科のみです。重複した受験申込みは、

申込みされたものの中で、最初に申し込まれた有効なものを受理します。 

なお、申込みが受理された後の校種等・教科、実技試験種目並びに会場の変更はできません。 
 
 申込方法は、原則としてインターネットによる申込みとします(県外会場(小学校及び特別支援学校 一般選

考)はインターネット申込みのみ)。ただし、【特別選考④スポーツ・芸術実績者】は、郵送による申込みのみ

とします(P８参照)。 
 

 (1) インターネット(e-kanagawa 電子申請)による申込み 

  ア 受付期間等 

    平成 28 年４月 27 日(水)午前 10 時から平成 28 年５月 16 日(月)午後５時まで 

・ インターネット申込受付期間内に到達し、内容に不備がなく受理された申込みを有効とします。 

・ e-kanagawa電子申請の利用にあたっては、必ず e-kanagawa 電子申請の「はじめて利用する方へ」 

のページ(http://shinsei.e-kanagawa.lg.jp/kanagawa/www/guide/howtouse.html)を確認してくだ 

さい。 

・ e-kanagawa 電子申請の操作方法に関する問い合わせは、e-kanagawa コールセンターで承ります。 

  (ｱ)電話：0120-22-0642(午前９時～午後５時(土・日・祝日を除く)) 

     (ｲ)ファクシミリ：0120-60-5392(原則 24時間) 

     (ｳ)Web フォーム：https://shinsei.e-kanagawa.lg.jp/kanagawa/uketsuke/dform.do?acs=qa 

(原則 24 時間) 

※ (ｲ)、(ｳ)について営業日外に到着したものは、翌営業日以降の回答になります。 

・ 使用されるパソコン関連機器（以下、パソコン等という。）や通信回線上の障害等によるトラブ 

ルについては、一切責任を負いません。 

・ システム機器の保守点検等により、システムを停止する場合がありますので、ご注意ください。 

・ パソコン等の動作環境については、e-kanagawa 電子申請の「動作環境について」のページ(http:

//shinsei.e-kanagawa.lg.jp/kanagawa/www/guide/environment.html)を確認してください。 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

  イ 申込方法 

   (ｱ) 申請者ＩＤの登録 

    ａ 神奈川県公立学校教員採用候補者選考試験のホームページから e-kanagawa 電子申請の入力フォ

ームにアクセスし、手順に従って申請者ＩＤを登録してください。 

    ｂ 登録した「申請者ＩＤ」及び「パスワード」は、受験票及び受験者確認票を取り出すときや申請

状況を照会するときなどに必要となりますので、メモを取るなどして、必ず控えてください。 
 
 
 

 

 

(ｲ) 受験申込み 

    ａ 神奈川県公立学校教員採用候補者選考試験のホームページから e-kanagawa 電子申請の入力フォ

ームにアクセスし、手順に従って申込みを行ってください。 

    ｂ 特別選考区分の場合は、あらかじめ選考区分に応じた申告書等(P８～９参照)をダウンロードし、

必要事項を記入して申告書を完成させ、パソコン上に保存しておいてから、手続を開始してくださ

い。添付ファイルのファイル名は、変更しないでください。 

    ｃ 申請の送信後に表示される「到達確認画面」の「到達番号」及び「問合せ番号」は、申請状況を

照会するときなどに必要となりますので、内容を確認のうえ「印刷」又は「保存」をするか、メモ

を取るなどして、必ず控えてください。 

 

 

 
 
 

申請者ＩＤ  パスワード  

到達番号  問合せ番号  

申込みは、入力後、送信まで行わないと完了しません。  

送信まで行わなかったために申込みが完了していない場合は、受験することができません。 
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※ 申込記入事項が正しくないことが明らかになった場合は、合格を取り消すことがありますので、

正確に入力してください。 

 

 

(2) 郵送による申込み 

 

 申込みは、【特別選考④スポーツ・芸術実績者】を除き、原則としてインターネットによる申込みですが、

やむを得ず郵送で申込みをする人は、次の要領に従って申込みをしてください。 

 

  ア 受付期間 

    平成 28 年４月 27 日(水)から平成 28 年５月 16 日(月)まで (平成 28 年５月 16 日の消印まで有効) 

 

  イ 受験申込書等の記入について 

    受験申込書の記入の際には、申込書裏面の「受験申込書記入要領」を参照の上、必要事項を漏れなく

記入してください。 

なお、申告書は、必ず所定の用紙をホームページからダウンロードし、Ａ４用紙に印刷したものを使

ってください。また、申告書は、選考区分によって種類が異なりますのでご注意ください。) 

   

ウ 提出書類等について 

    一般選考は共通提出書類等(ａ～ｄ)のみ、特別選考は選考区分により、共通提出書類等に加えて選考

区分に応じた申告書等(ｅ～)が必要です。 

    ※ 必ず、提出書類一式の写しをとり、本人控え用として保管しておいてください。 

 

共通提出書類等 

ａ 「平成 28 年度実施神奈川県公立学校教員採用候補者選考試験受験申込書」(記入要領は、申込書裏面) 

ｂ 必要事項を記入した上記ａ「受験申込書」を複写したもの１部 

 ※ Ａ４用紙で等倍率の複写をしてください。 

ｃ 「受験者カード」(記入例は、P12) 

ｄ 「返信用封筒」(受験票送付用) 

 ・ 【長形３号】規格(120mm×235mm)  

 ・ 82 円分の郵便切手貼付 

 ・ 受験票の送付先(郵便番号、住所及び氏名)を明記 

選考区分 選考区分に応じた申告書等 

 )みの等類書出提通共( 考選般一

① 正規教員経験者  ｅ 「職歴申告書」     （※１） 

ウ 受験票及び受験者確認票について 

(ｱ) 受験票及び受験者確認票は、６月下旬に e-kanagawa 電子申請に登録されます。登録完了は、電子メ 

ールでお知らせしますので、申請者ＩＤ等を使って e-kanagawa 電子申請にログインして受験票等をダ 

ウンロードし、必ず PDFファイルで、白色・無地のＡ４用紙に印刷してください。６月 30 日（木）ま 

でに電子メールが届かない場合は、P１の連絡先までご連絡ください。  

(ｲ) 印刷した受験票及び受験者確認票は、切り取り線で切り離し、両方に同じ写真を貼り、必要事項を 

記入して、第１次試験当日に持参してください。受験者確認票は、第１次試験当日に回収します。 

受験票及び受験者確認票に貼る写真は、平成 28 年４月１日以降に撮影した、縦４cm、横３cm、上半 

身、脱帽、正面向きのもので、裏面に氏名、校種等・教科を書いてから貼ってください。また、第２ 

次試験で同一の写真がさらに２枚(計４枚)必要になりますので用意しておいてください(各自保管)｡ 
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選考区分 選考区分に応じた申告書等 

② 臨時的任用職員経験者 

Ａ 

・ 

Ｂ 

ｅ 「職歴申告書」     （※１） 

Ｃ ｅ 「臨時的任用職員経験者特別選考Ｃ申告書」  

③ 

社

会

人

経

験

者 

ア 民間企業、官公庁等 

勤務経験者 
 ｅ 「職歴申告書」     （※１） 

イ 青年海外協力隊等派

遣経験者 
 ｅ 「国際貢献活動申告書」 （※１） 

ウ 教員普通免許状を所

有していない実務経験

者(高等学校(水産・看護)) 

 ｅ 「実務に関する申告書」 （※１） 

④ スポーツ・芸術実績者 

 ｅ 「実績申告書」 

 ｆ 「実績を証明する書類」の写し 

  ・ 「実績を証明する書類」とは、大会又はコンクール名、本人

の氏名、順位(芸術分野の賞の相当順位)がわかる賞状や新聞、

雑誌等です。本人が試合等に出場したことがわかるものを提出

してください。なお、団体成績の場合は、本人が出場した記録

が必要になります。（登録メンバー表のみでは不可。） 

  ・ 写しは、Ａ４用紙の大きさに調整してください。 

  ※ 証明書類の原本は、第１次試験当日に持参してください。 

 ｇ 「返信用封筒」(資格審査結果送付用) 

  ・ 【長形３号】規格(120mm×235mm) 

  ・ 82 円分の郵便切手貼付 

  ・ 資格審査結果の送付先(郵便番号、住所及び氏名)を明記 

  ※ ｄ｢返信用封筒｣(受験票送付用)とは別に必要です。(計２通)

⑤ 英語資格所有者 
 ｅ 「英語資格申告書」  

  ※ 証明書の原本は、第１次試験当日に持参してください。 

⑥ カレッジ修了者  ｅ 「チャレンジコース修了申告書」  

身体障害者特別選考 
 ｅ 「障害の程度に関する申告書」    

※ 障害者手帳は、第１次試験当日に持参してください。 

※１ 申込時に申告書を添付し、合格後(10 月下旬以降)に申告の内容を証明する書類を提出していただき

ます。 

   

  エ 申込方法 

    該当書類(共通提出書類等及び選考区分に応じた申告書等の両方)を【角形２号】規格(240mm×332mm)

の封筒に入れ、P１の提出先まで郵送してください(持参不可)。 

    封筒の表に「受験申込書在中」、「校種等・教科」名及び「選考区分」名を赤字で大きく、はっきり

と記入してください。「(簡易)書留」によらない郵便の事故等については、一切考慮しません。 

    ※ 受験申込みに必要な書類等に不備や不足がある場合は、受付できません。申込記入事項が正しく

ないことが明らかになった場合は、合格を取り消すことがありますので、正確に記入してください。 

また、申込みが受理された後の校種等・教科、実技試験種目の変更はできません。なお、この試

験において提出された書類等は一切返却しません。 

 

  オ 受験票及び受験者確認票の発送 

    受験票及び受験者確認票は、６月下旬にｄ「返信用封筒」(受験票送付用)により郵送します。６月 30

日（木）までに受験票が届かない場合は、P１の連絡先までご連絡ください。 

    なお、受験票と受験者確認票は、切り取り線で切り離し、両方に同じ写真を貼り、必要事項を記入し

て、第１次試験当日に持参してください。受験者確認票は、第１次試験当日に回収します。 

    受験票と受験者確認票に貼る写真は、平成 28 年４月１日以降に撮影した、縦４cm、横３cm、上半身、

脱帽、正面向きのもので、裏面に氏名、校種等・教科を書いてから貼ってください。また、第２次試験

で同一の写真がさらに２枚(計４枚)必要になりますので用意しておいてください(各自保管)。 
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11 各特別選考についての詳細 

  各特別選考の資格要件については、次の事項に注意してください。 

  なお、特別選考③ウを除き、勤務経験の期間は月単位で通算します。例えば、１日でも任用のあった月は

１月の勤務経験として取り扱います。ただし、同じ月の中で前の任用の終期と次の任用の始期がある場合は

１月として取り扱い、重複して通算しません。 
 

 (1) 特別選考①(正規教員経験者) 

  ア 「受験する校種等・教科の免許状を所有し、かつ同一の教職経験」とは、受験しようとする校種等・

教科の免許状を取得した後に、その免許状を根拠にして勤務した教職経験のことを指しています。 

  イ 小学校、中学校、高等学校の特別支援学級での教職経験は、それぞれ小学校、中学校、高等学校の各

教科の教職経験として取り扱います。 

  ウ 特別支援学校教諭免許状以外の免許状を取得した後に、特別支援学校で勤務した経験がある場合は、

小学部での経験は小学校の、中等部・高等部での各教科の経験はそれぞれ中学校・高等学校の各教科の

教職経験として取り扱います。 
 

 (2) 特別選考②(臨時的任用職員経験者) 

  ア 特別支援学校以外の校種等・教科の受験の場合 

    教職経験についての取扱いは、上記(1) 特別選考①(正規教員経験者)と同じです。 

  イ 特別支援学校の受験の場合 

   (ｱ) 特別支援学校での勤務経験については、特別支援学校教諭(盲･聾･養護学校教諭)免許状の所有の有

無を問いません(ただし、教科専門試験は「特別支援学校」の受験となります)。 

なお、特別支援学校教諭(盲･聾･養護学校教諭)免許状を所有していない人には、採用後、できるだ

け早い時期に特別支援学校教諭免許状を取得していただきます。 

   (ｲ) 特別支援学校教諭(盲･聾･養護学校教諭)免許状を取得した後の小学校、中学校、高等学校の特別支

援学級での教職経験は、特別支援学校での教職経験として取り扱います。 
 

 (3) 特別選考③ア(法人格を有する民間企業、官公庁等(以下「企業等」という。)に勤務経験を有する社会人

経験者) 

  ア 「常勤社員・職員」とは、企業等において、フルタイム勤務で、月給制(年俸制)により給料を受けて

いる社員・職員を想定しています。非常勤勤務若しくは日給又は時間給の場合は該当しません。 

  イ 国公立、私立を問わず、教員としての勤務経験は除きます。 

  ウ 合格後(10 月下旬以降)に、所定の様式で職歴証明書を提出していただきます。受験申込時に申告した

内容に満たない証明書が提出され、資格要件を満たさないと判断された場合は、採用されません。あら

かじめ、証明を受ける企業等から資格要件を満たす内容の証明書が発行されることを確認しておいてく

ださい。 

  エ 勤務していた企業等が統廃合等により無くなっている場合は、その組織を引き継いでいる企業等から

証明を受けられることを確認しておいてください。証明書を発行できる企業等がない場合は、採用され

ません。資格要件は証明書をもって確認しますので、年金の加入記録等は受け付けません。 
 

 (4) 特別選考③ウ(受験する校種等・教科の教員普通免許状を所有していない社会人経験者 高等学校(水
産)、高等学校(看護)) 

  ア 高等学校(水産)の場合 
   (ｱ) 資格要件等 

次のａ及びｂを満たす人 
ａ 三級海技士(航海)又は三級海技士(機関)の資格を有する人  
ｂ 平成 28年３月 31 日現在、三級海技士(航海)又は三級海技士(機関)の資格に基づく実務経験が３年 

以上あり、教育職員免許法第５条第３項による特別免許状(※１)の申請が可能な人 
(ｲ) その他 

教員普通免許状を所有していない人で、次のａ又はｂの条件に該当する人は、教員普通免許状を申請
できる可能性がありますので、県教育委員会教育局行政部教職員企画課免許グループ 

(電話 045-210-8140)までご相談ください。  
ａ 三級海技士(航海)又は三級海技士(機関)の資格を所有し、かつ、船舶に関し実務経験が５年以上  
ｂ 第一級総合無線通信士又は第一級陸上無線技術士の資格を所有し、かつ、無線通信に関し実務経験

が３年以上 
イ 高等学校(看護)の場合 

    資格要件等 
次の(ｱ)及び(ｲ)を満たす人 

   (ｱ) 看護師の資格を有する人 
   (ｲ) 平成 28 年３月 31 日現在、休職、育児休業等の期間を除き、国公立及び民間病院等において正規職

員の看護師として実務経験が３年以上あり、教育職員免許法第５条第３項による特別免許状（※１）
の申請が可能な人 
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※１ 特別免許状は、教育職員検定に合格した人に授与されるもので、教育職員検定とは、受検者の人物、
学力、実務及び身体の各項目について書類審査を行い、合否を判定するものです(教育職員免許法第６条
第１項)。 

※２ 既に他の校種等・教科の教員普通免許状を所有している場合は、免許更新制等により平成 29 年３月 
31 日までにその所有する教員免許状の更新等ができないと採用されませんので、ご注意ください。 

 

 (5) 特別選考④(スポーツ・芸術実績者) 

音楽、美術、保健体育の教科に関する、高等学校以降の特別に優秀な実績(平成 20 年４月１日以降の実

績に限る)があり、学校教育活動に活かせると神奈川県教育委員会が認める人は、この選考区分で受験が

できます。 

 「特別に優秀な実績」とは、スポーツ分野では下記の種目(※)で、全国大会の個人成績３位以上又は団

体成績２位以上、芸術分野では、全国規模のコンクール等で個人成績３位(相当)以上又は団体成績１位(相

当)以上を目安にしています。資格要件を満たすか否かについては、事前に審査を行います。 

なお、種目(部門)、大会(コンクール)規模、参加人数等によって、資格に該当しない場合は、一般選考

での受験となります。審査の結果は、郵送で通知します(６月中旬頃)。 

  ※ スポーツ分野の対象種目 

陸上競技、水泳、バレーボール、バスケットボール、ソフトテニス、体操、新体操、ラグビー、     

バドミントン、サッカー、ハンドボール、相撲、卓球、ソフトボール、剣道、柔道、登山、弓道、      

テニス、ボート、ボクシング、レスリング、ホッケー、ヨット、フェンシング、スケート、スキー、

ウエイトリフティング、アーチェリー、自転車、空手道、アメリカンフットボール、ライフル射撃、

ダンス、少林寺拳法、カヌー、なぎなた、ボウリング、野球、アイスホッケー 

 

 (6) 身体障害者特別選考について 
   神奈川県では全国に先駆け、障害の有無にかかわらず、様々な課題を抱えた子

どもたち一人ひとりのニーズに、適切に対応していくことを学校教育の根幹にす
えた「支援教育」の推進に取り組んできました。 

   身体に障害のある人が教員として教壇に立つことは、「支援教育」をさらに進
めることのみならず、子どもたちに対する極めて高い教育的効果が期待されるこ
とから、身体に障害のある人を教員として積極的に採用するための特別選考を行
います。 

 

  ア 募集対象・募集人員等 
    本年度募集の全ての校種等・教科を対象とし、10 人程度(募集人員の全体数

に含まれる)。 
 

  イ 試験の特例 
    「一般選考」と同様の試験を行いますが、選考は「一般選考」とは別に行い

ます。試験の実施にあたっては、必要に応じて点字、拡大文字、手話通訳者の
準備や会場の配慮をします。また、障害の種類や程度によって実技試験の一部
を免除し、代わりに他の試験を行うなどの対応も行います。 

    なお、身体に障害のある人であっても身体障害者特別選考の選考区分での受
験を希望しない人については、他の選考区分での受験も可能です。この場合に
ついても身体障害者特別選考と同様の配慮をしますので、申込みと同時に要項
P１の連絡先へ連絡してください。 

 

  ウ 受験資格 
    Ｐ２、３のとおりです。 
 

  エ 採用後の配置 
    障害の種類や程度を勘案して配置します。 
 
 
 



 ⑫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28　　受験者カード （郵送申込用）

・記入例に従って、太線の枠内のみ鉛筆で楷書でていねいに記入してください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Ｇ Ａ 1 0 1 2

11 20 21 30

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

カ ナ カ ゛ ワ
41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

イ ッ ヘ ゜ イ

56 57 58 59 60 61 62 63 64

Ｍ 1 9 9 4 0 9 0 2

501079686766656

Ａ 0 0 3 4 横 浜 国 立 大 学

(ｱ) (ｲ)

学校 卒業

106 107 108 109 110 111 112 113 114 115

1 2 2 0 1 7 0 3 1 4

最終学校名

受験者カード記入例

最終学校コード

神 奈 川 一 平

日

Ｃ＃

氏名（漢字で記入）

校種等・教科

性
別

生年月日

※受験番号

月

卒業（修了）年月

名姓

都道府県

年（西暦） 月

氏名（カタカナで記入。濁点（゛）、半濁点（゜）は１字として扱う）

姓

名

年（西暦）

最終学校

下欄の校種等・教科コード表から、４桁の

数字で記入してください。

漢字で姓名をそれぞれ記入してください。

性別は、男は「Ｍ」、女は「Ｆ」のいずれか

をアルファベット（大文字）で記入してくださ

い。

生年月日は、西暦で記入してください。

（例）平成６年９月２日生まれの場合は、「１

９９４０９０２」となります。

和暦と西暦の対応は、下欄の表を参考に

してください。
最終卒業（修了）学校名を受験者カード裏面の

学校コード表から選び、コード番号を５桁の記号で

記入してください。

学校コード表に該当する学校名がない場合は、

「９９９９９」と記入してください。

また、学歴が複雑で最終卒業学校が特定できな

い場合も「９９９９９」と記入してください。

下欄の都道府県コード表から、自宅のある都道府県名コードを２桁の数字で記

入してください。大学等で実家を離れている場合には、実家のある都道府県名コー

ドを記入してください。

最終学校の学校欄は次の１～９の区分

から１つ選び、数字で記入してください。

１ 教員養成課程のある

国立大学の教育系学部

２ 国立大学（１を除く）

３ 公立大学

４ 私立大学

５ 高等学校（大検・高認含む）

６ 短期大学

７ 指定教員養成機関等

８ 大学院等（専攻科含む）

９ その他

最終学校の卒業欄は次の１～２のどち

らかの数字を記入してください。

１ 卒業（修了）

２ 卒業（修了）見込

卒業（修了）年月を西暦で記入してください。

（例）平成29年３月見込 → 「２０１７０３」

最終卒業（修了）学校名を記入してください。

考　参表ドーコ県府道都表ドーコ科教・等種校表ドーコ科教・等種校

校種等 教　科 コード 校種等 教　科 コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード 和　暦 西　暦
小学校 小学校全科 １０１２ 国語 ３１０１ 北海道 ０１ 滋賀県 ２５ 昭和６４年

国語 ２１０２ 地歴（世界史） ３２６１ 青森県 ０２ 京都府 ２６ 平成元年
社会 ２２０２ 地歴（日本史） ３２５１ 岩手県 ０３ 大阪府 ２７ 平成２年 １９９０年
数学 ２３０２ 地歴（地理） ３２７１ 宮城県 ０４ 兵庫県 ２８ 平成３年 １９９１年
理科 ２４０２ 公民 ３２２１ 秋田県 ０５ 奈良県 ２９ 平成４年 １９９２年
音楽 ２５１２ 数学 ３３０１ 山形県 ０６ 和歌山県 ３０ 平成５年 １９９３年
美術 ２５２２ 理科（物理） ３４１１ 福島県 ０７ 鳥取県 ３１ 平成６年 １９９４年
保健体育 ２５４２ 理科（化学） ３４２１ 茨城県 ０８ 島根県 ３２ 平成７年 １９９５年
技術 ２５５２ 理科（生物） ３４３１ 栃木県 ０９ 岡山県 ３３ 平成８年 １９９６年
家庭 ２５６２ 音楽 ３５１１ 群馬県 １０ 広島県 ３４ 平成９年 １９９７年
英語 ２６０２ 美術 ３５２１ 埼玉県 １１ 山口県 ３５ 平成１０年 １９９８年

特別支援学校 ４０１１ 保健体育 ３５４１ 千葉県 １２ 徳島県 ３６ 平成１１年 １９９９年
養護教諭 ５０４２ 家庭 ３５６１ 東京都 １３ 香川県 ３７ 平成１２年 ２０００年

英語 ３６０１ 神奈川県 １４ 愛媛県 ３８ 平成１３年 ２００１年
農業 ３８４１ 新潟県 １５ 高知県 ３９ 平成１４年 ２００２年
工業（機械） ３７７１ 富山県 １６ 福岡県 ４０ 平成１５年 ２００３年
工業（電気） ３７８１ 石川県 １７ 佐賀県 ４１ 平成１６年 ２００４年
工業（建設） ３７５１ 福井県 １８ 長崎県 ４２ 平成１７年 ２００５年
工業(ﾃﾞｻﾞｲﾝ) ３８０１ 山梨県 １９ 熊本県 ４３ 平成１８年 ２００６年
商業 ３８１１ 長野県 ２０ 大分県 ４４ 平成１９年 ２００７年
水産 ３８９１ 岐阜県 ２１ 宮崎県 ４５ 平成２０年 ２００８年
看護 ３７１１ 静岡県 ２２ 鹿児島県 ４６ 平成２１年 ２００９年
情報 ３３１１ 愛知県 ２３ 沖縄県 ４７ 平成２２年 ２０１０年

三重県 ２４ 外　国 ９９ 平成２３年 ２０１１年
平成２４年 ２０１２年
平成２５年 ２０１３年
平成２６年 ２０１４年
平成２７年 ２０１５年
平成２８年 ２０１６年

１９８９年

中学校

高等
学校


